
今日のイラスト 424 「 イラストでたどる萩往還㉔ 竪小路」       古谷眞之助  

このイラストシリーズも今回で24回目とな

り、2 年が経過した。大変不遜なことではある

が、葛飾北斎の富嶽三十六景に因んで 36 回シ

リーズとすることで始まった。あと 1 年、引き

続きよろしくお付合いをお願いしたい。実際の

富嶽三十六景シリーズは好評で、10 作が追加

されて四十六景なのだそうだ。できればそれに

あやかりたい気持ちがないわけではないが、す

でに残り 12のイラストを描く場所は決めてあ

る。そして、このイラストシリーズでは、終点

まで行けばもうそれで終わるしかない。あちら

こちらから見える富士山を追加で何枚も描く

というような手段は取りようがないからであ

る。せいぜい残りを楽しんでいくことにしよう。 

小写真は、1700 年代後半に藩の絵図方・有

馬喜惣太が描いた絵地図「行程記」の山口市内

の部分である。赤の点線で示したのが萩往還で、

このイラストはA地点から右側( 北北西方向 )

を見ている。江戸期も道が真っすぐなのがこれ

でお分かりだろう。そして萩往還は B 地点から

商店街に入って、C 地点の道場門前交差点に至

るまでは石州街道と重なる。そして左折して駅

通りを D 地点まで向かう。D 地点には現在、山口地方裁判所があるが、江戸時代、ここには藩の迎賓館、

「山口客館」があった。そこを右折し、さらに左折して椹野川にかかる鰐石橋を渡って大内地区に入る。山

口駅は E 地点辺りになるだろう。実はこの絵図「行程記」の原本は山口県文書館に保管されている。一度

だけ現物を見たが、とても 250 年以上経過したとは思えないほど奇麗なものである。( 2021.3.24 記 ) 
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